
１．はじめに

2020年度以降、世界では新型コロナウィルス感染症が大流行し、国際交流のあり方が

大きく様変わりすると同時に、オンラインによる国際教育が盛んに展開されていった。ま
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〈Abstract〉

Sincethe2020academicyear,thespreadofthenewcoronavirusinfectionhas

dramaticallychangedthewayinternationalexchangecanbe,andatthesametime,

new educationalmethodshavebeendeveloped. Mostnotablyinthefieldof

education,face-to-faceclassesarenolongerpossible,andsoclassesareconducted

onlineusingsoftwaresuchasZoomandTeams.Acceptanceanddispatchofstudents

tostudyabroadhas,ofcourse,beencanceled,andparticipationinfieldstudies,

overseaslanguageprograms,etc.hasallhadtobeconductedonline.Thefactthatit

becamepossibletolearnandinteractwithoutgoingtotheactualsites,despitethe

drasticchangesintheeducationalenvironmentthatwereunprecedentedand

unimaginable,wasaneweducationalachievement.Thisarticlereviewsandreports

ontheInternationalRelationsProjectsExpenseAssistance（MieUniversity）・Discussion

inJapanese・classwhichwereplannedandimplementedforinternationalstudents

whohavebeenunabletocometoJapanduetotheCOVID-19pandemic.

Fromthequestionnairedata,itisclearthatsinceitwasconductedonlinethere

wereoccasionswhentheaudioandvideowereinterrupted,andfurtheritwasoften

difficulttoattendduetothetimedifferences.However,forinternationalstudents

whohavebeendeprivedoftheopportunitytostudyabroadduetothesevere

restrictionsonmovementbetweencountries,theyhavebeenabletotakethecourses

forfree,interactwithJapanesestudentsandstudentsfrom overseaspartner

universities,andfurtherimprovetheirJapaneselanguageskills.Itseemsthatthe

significanceandimpactoftheimplementationwerehighandprovidedstudentswith

astrongsenseofimprovement.
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実践報告



ず教育の現場では、対面授業ができなくなり、ZoomやTeamsなどオンラインを通じた

授業形態が行われることになった。留学についても、受入れや派遣が中止となり、フィー

ルド・スタディや海外語学プログラム等もすべてオンラインで実施されるようになった。

現地に行かずして、学んだり交流したりすることが可能になったことは、かつてない教育

現場における激変であり、新たな教育成果であった。

2021年度三重大学国際交流センターでは、コロナ禍により来日ができなくなった留学

生のために、三重大学国際交流推進経費の助成を得て『海外協定校の参加学生による

Zoomディスカッションから学ぶ日本語と異文化理解（日本語ディスカッション－）』事

業を実施した。本稿ではその活動報告を行う。

２．事業の背景

２．１ 留学生30万人計画の達成後の現在

2008年の文科省による2020年までに留学生30万人受け入れようとする『留学生30万

人計画』の施策は、2019年5月に達成された（注1）。その後、文科省は2014年に「スー

パーグローバル大学創成支援事業（SGU）」（2014～2023）を立ち上げ、新たな国際教育

交流を推進してきた（注2）。現在、その中でも18の大学による19プロジェクトが中心

となり、国際化をオールジャパンで促進する大学の主体的な活動の場「大学の国際化促進

フォーラム（JFIU）」が展開されている（注3）。

本学は、2021年度より「大学の国際化促進フォーラム（JFIU）」における次の3大学の

プロジェクトに参加することになった。①筑波大学「JapanVirtual Campus」（オンラ

イン国際教育プラットフォーム）、②名古屋大学「我が国の大学教育国際化に資するジョ

イント・ディグリープログラムの促進」、③関西大学「JapanMultilateralCOIL/VE

Project（J-MCP）－多方向・多国間のCOIL/VirtualExchange型養育プロジェクト－」

（他：大阪大学「多様な文化・言語圏からの留学生リクルート：バーチャル大学ツアーの

実施」）に参加し、国際交流の推進および留学生の獲得を図っている。

２．２ コロナ禍による交換留学の中止と無料による協定校向けのオンライン日本語講座

本学では2020年度および2021年度前期において、コロナ禍により海外協定校からの特

別聴講学生の受入れは行わないことを決定した。そのため、年間100名を超える海外協定

校からの交換留学生は極端に減少した。コロナ禍前から2021年度まで、協定校からの交

換留学生のみの留学生数を見ると、2019年前期107名／後期101名、2020年度前期42名

／後期19名、2021年度18名／後期18名と推移した。また、在校生を対象とした国際交

流センターの授業も対面からオンラインとなり、各日本語クラスの受講者は、クラスによっ
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ては正規学生や研究生、大学院生など数名という状況になった。

2020年度において、オンラインでも日本語教育の授業は展開可能であることがわかっ

たため、国際交流センターの初めての試みとして2021年度前期から1科目『日本語コミュ

ニケーション』開講することとなった（注4）。初級・中級・上級各5～6回ずつの授業を

組み、各コースの最終回には毎回日本人学生との交流授業を設けた。2021年度に入って

も依然として世界的に渡航が難しい状況が続いたため、2021年度後期からは、日本語の

レベルが中級後半から上級レベルを対象に『日本語ディスカッション』をオンラインで開

講することとなった。『日本語ディスカッション』は、本来ならば留学によって得ること

ができる日本語力の向上や学生相互の交流、異文化理解を、オンラインを通して本学およ

び協定校の学生に共修学習の機会を提供しようと図ったものである。

３．『日本語ディスカッション』の概要

（1）目的：本事業を通して、協定校の学生同士が相互に交流を行い、異文化理解の視点や

日本社会・日本文化について知見を深める。本事業を実施し継続させることによって、

三重大学の留学生獲得に貢献する。

（2）実施日程：2021年11月10日～2022年2月9日合計13回（4アンケートの結果参照）、

2022年11月9日～2023年1月25日合計9回、いずれも日本時間16時20分～17時50

分に実施した。

（3）講義者：福岡昌子（専任教員）

（4）受講人数および参加協定校：

2021年度 合計18名（ドイツ3、ベトナム1、タイ2、台湾2、中国7、日本3）

2022年度 合計28名（ドイツ2、ベトナム5、タイ1、台湾1、中国10、日本3、イン

ドネシア5、ブラジル1）

（5）レベルおよび講義内容：

①対象の日本語レベル：中級後半～上級（JLPT1、JLPT2）

②内容：ⅰ）海外の協定校の学生と三重大学の日本人学生が、互いに異文化の視点を尊

重し、日本社会や文化について学び、Zoomでディスカッションする。ⅱ）受講者は、

社会や文化に対する観察力を磨き、自分の考えをまとめて日本語で発表する力を養う。

③シラバス（表1参照）

④主なスケジュール（2021年度）：

・第1回～第2回：オリエンテーション、自己紹介、ディスカッションの進め方やテー

マの決め方の説明、座長グループとそのメンバーを決めた。
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・第3回～第6回：模擬ディスカッ

ション（合計2回）、座長グルー

プのメンバーによるミーティング

（合計3回）

・第7回～第12回：各座長グルー

プ主導によるディスカッション。

・第13回：フィードバック、入賞

者発表、Zoom交流、アンケート

の提出。

⑤座長グループが提案したテーマ：

・2021年度：「次世代のアニメで、

世界で人気が出るにはどのような

要素が必要か」、「幸せな結婚生活

を送るには、見合い結婚と恋愛結

婚どちらがよいか」、「日本社会で

今後も年功序列は重要視すべきか」、

「高額収入を得るためには、大学

院に進学すべきか否か」、「ラーメ

ンは健康的か否か」、「美容整形し

た方が人生でメリットが大きいか」。

・2022年度：「結婚前に同棲は必

要かどうか」、「小学生にスマホを

持たすべきか」、「趣味を仕事にすべきか」、「プラスチックストローは廃止すべきか

否か？」、「人間力」の前に「言語（外国語と母語）力」が大事だという意見に賛成

か反対か」。

⑥その他：ファイルの提出方法として、ドロップボックスのアプリを使用した。学生同

士の連絡方法はメールを使用した。参加賞の景品として三重県の特産である伊勢型紙

の栞を郵送した。最終回のZoom交流活動では「私の大好きなおやつ」の紹介を行っ

た。

３．２ 『日本語ディスカッション』のアンケート結果

アンケートは、オンラインサービス授業として今後のあり方を尋ねる①「全体アンケー

ト」（回答率52.3％）と②『日本語ディスカッション』に関する詳細アンケート（回答率
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表1.『日本語ディスカッション』（2021）

レベル L"・el 請座名 Subject 

日本語能力校定試験1、2級 日本語ディスカッション

Japan, 氾 LanguageProficienr:y ぃ四却四inJapane,e .ith Students ftom Int血 ab叫 P皿四血tuti皿s

Te• (JLPT) NI & N2 

担当戟貝 lmtruc匹(s) 関請9引間 、chfm,I,
福岡昌子 ~wakoFukuol:a ボ瑾8Wed. (8本！請問 16:20---17:50)

址皿l:a.cie@nne-1Lacjp ＊窪決定紐応mアrレスをご連絡します。
目橙 I. 異文化の視点を尊重できるようになる．

Obj四""' 2 日木社会と日木文化について、 異文化の視点で物再を現砧し、

考えられるようになる。

3. 日本社会と日本文化について＂察力 を磨き、自分の考えをまと

めて発表できるようになる。

4 日本人学生と協定校の学生がディスカッションを通して交流で

きる。

教科菩 T匹 book(s)etc. 教材はメ-)レ配布．

評信 藷論評（面 Olliん）、座長担当(JJ口頭発表や資料作戌 (211'ん入

Evaluation 受請態度 (1が1,)、＊優蓑者l~l位に記念品を進呈します。

徊 Co●t●●E】

I. 三重大学0)日本人学生と海外協定校0)学生が、互いに異文化0)視点を尊亜しながら、 8本0)社会や文化

について学び、オンラインで討論する。

l, 受講者は、社会や文化に対するII察力を磨き、自分0)考えをまとめて発表する力を蓑う。

＊本事菜は、 三垂大学目陛交流享菜経昔「海外協定校0)巷加学生によるZoomディスカッションから学ぶ

日本語と異文化程袷」 0)助成を受けて行います。

＊協定校学生25名、三垂大学日本人学生5名（予定）

じ恒 S直ab叫

I 11/10 オリエンテ-ション、討i釦）進め方、関心のあるテ-マ（宿翡〉、講匡前アンケ-1

2 11/11 ,1, 食(J)模擬体験1 テーマの退び方、巨品刀役割、入賞につ＼‘て

3 11/24 座長グル-プによる企画・検討、グル-ブ袂め、テ-マ(JJ校討、棧出資料(JJ栓討

4 11/ 1 討論の楼擬体験2、討論の進め方、座長グル-ブメン）,-の決定

5 12/ 8 座長グル--Jによる企画・検討、発表査料の栓討、テ-マの投出

6 12/15 座長））、）レ-プによる企画，検討、発表資料の校討、テ-マ変更の提出 （最終）

7 12/22 座長グJ¥,-ブ主導によるディスカッション 1

8 1/ 5 座長グル-プ主吾によるテ` ィスカッション2

9 1/12 座長グ）レ-プ主等によるディスカッション3

10 1/19 座長グ）レ-ブ主導によるディスカッション4

11 1/26 座長グ｝レ-プ主苺によるディスカッション5

12 !/ 2 座長グル-プ主等によるディスカッション6

13 2/ 9 プイ-ド)ゞ ック、入賞者発表、交流、請匝後アンケート



94.1％）と、2種のアンケートに回答してもらった。なお、本結果は2021年度の結果を

掲載する。

３．２．１ 全体アンケート
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図1．『日本語ディスカッション』全体アンケート（Q1～Q4）
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図2．『日本語ディスカッション』全体アンケート（Q5～Q8）
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３．２．２ 「日本語ディスカッション」に関する詳細アンケート
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図3．『日本語ディスカッション』詳細アンケート（Q1～Q12）

Ql. 日本語ディスカッションクラスは楽しかったですか？ Q2. 特に何が楽しい、面白いと思いましたか？ （回答2つ）

・ 巨長同士の事前拿偏の11!悛 (4)

● 如

● "'え

．
 

" ． 臼回翼なるテーマのもとにディスカ•，ションをしたこと (8). " 
毎回翼なるメンパーでディスカッションしたこと (7)． 鑢回グループごとに員わせるところ (I)

● ォンラインでディスカッションできたこと (0)

● ディスカッションを通してみんなと楽しく交泣で9たこと (11)

・ その他 (0)

ー

Q3. この講座の運営方法はよかったですか？ Q4. 異文化の視点を尊重できるようになりましたか？

● はい

．凶9え

．
 

● はい

・"'え

．
 

Q5. 現代の日本社会と日本文化について理解が深まりましたか？

●如

● し"え ｀
 ．
 

Q7. ディスカッションを通して、協定校のみなさんと交流ができましたか？

● はい

,,~, え

16 

．
 

Q9. 日本語が上違しましたか？

●如

．凶＼え

IS 

．
 

QI!. 
ディスカッションテーマの導入の際に、説明の仕方が悪く論点も

しっかり提示できなかった

Q6. 自分の考えをまとめて、日本匪で発表し` 意見を言えましたか？

● 如

・し"え
" 

．
 

QB. 将来、ディスカッションをする機会があったときに、今回の経験が役に立ちそうですか？

● 如

・れ1え

．
 

QIO. ディスカッションのテーマが少し不適切で、テーマについてもっと検討すぺきだったか？

● 如

● 切Iえ 1l 

．
 

Ql2. 事前準備が特定の人への負担が大きかったなど、うまく協力してできなかった

● 似I

・し,,え " 

．
 

● 如

・ ,~,え

．
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図4．『日本語ディスカッション』詳細アンケート（Q13～Q21）

図5．『日本語ディスカッション』の授業風景（2021.12.1）

Q!3. 
II論結果に順位を決める採点方法や採点内容の基準が、

座長同士で統一されていなかった

fijll 

．汎Iえ μ
 

Ql4. 毎回、積極的にディスカッションに参加できた

．
 

Q!5. 自分の意見をうまく日本語で話すことができなかった

Ill¥' 

・しi1え

● はい

● いいえ

15 

．
 

Ql6. グループ内の結論を出す際に、自分の意見が大きく貢献できたと思う

．
 

Q!7. 
自分のグルーブの結論をまとめる作業を行う際に、

バワーポイントの作成や発表など、貢献できたと思う

● 如

● "'え
" 

．
 

Ql8. 通常三重大学では16回授業ですが、今回13回は長かったですか？

・ 如,,~, え

14 

．
 

● ijい

● 汎 9え " 

．
 

Q!9. 
本授業は、国際交流事業なので、単位はもらえませんが、

単位に交換できる 「協定校オンラインサービス授業」に加えてほしいですか
Q20. ドロップポックスは使いやすかったですか？

・出I

・ ,~,え

16 

．
 

● はい

● いいえ

．
 

Q21. 本授業を受けて三重大学 （院）へ留学したくなりましたか？

● IIい

．汎＼え

14 

．
 



Q22.その他、気づいたこと、ご自由にお書きください。
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・参加させていただき、本当にありがとうございます。三重大学に感謝します。

・いろんな国の学生さん達と話し合ったり、意見を交換したり、すごく勉強になりました！日本語

会話能力も少し上達したような気がしています。本当に楽しかったです。参加できてよかったです。

・ご指導いただき、ありがとうございました。楽しく勉強できました。

・いろいろな国から参加した皆さんと出会えて、また、みんなと日本語でディスカッションをする

機会を提供していただき、本当に楽しかったです。

・授業のように日本語が磨けますから、もっと日本語を勉強したくなりました。国々の異文化を理

解できありがとうございました。皆さんと一緒に勉強できて本当に楽しかったです。先生も優し

くていろいろ教えていただきました。最後に、このような日本風の国際交流授業で勉強できて、

日本に留学する希望が強くなりました。本当にありがとうございました。

・とても楽しい授業でした。

・どうすれば改善できるかはわからないのですが、毎回時間が少なかったので、焦ったりしてそん

なに落ち着いてディスカッションはできませんでした。そして各グループと競い合うという点は

あまり好きではありませんでした。採点する必要がないと思い、みんなと気軽に交流できればい

いと考えています。

・正直言って、思ったより早く終わりました。ちょっと惜しいと思います。しかし、いろいろ勉強

できて楽しかったです。

・コロナの影響で、なかなか日本に行けなくて、三重大学にも行けないです。これは何よりも残念

だと思っています。幸いに、オンライン交換留学のようなディスカッション活動に参加できまし

た。多くの国の人と日本語で交流しながら異文化に触れることができました。楽しくて幸せだっ

たと思っています。絶対一生忘れられないこととして心に残していきます。

・大学の時間も早いですね。あっという間に大学時代にさようならと言う時間になります。 今は

高校日本語教師として中国人の高校生に日本語を教えています。つまり、大学四年生と高校日

本語教師です。これからは中国人に日本語を教えるだけではなくて、日本文化とかいろいろな日

本のことを教えようと思います。心から日本に行きたいと思っています。今は高校日本語教師で

すけど、まだまだ習った知識では足りないと知っています。だから、いつか日本へ留学に行きた

いと思っています。これから日本語教育の現場の中で、経験を積んで、研究したいことを発見し

ます。チャンスあれば、ぜひ留学に行きます。人生は帰り道がない、勇気、自信、真剣さを持っ

て行こうと思います。先生、ありがとうございました。みんな、ありがとうございました。

・日本に興味のある留学生と交流できて楽しかったです。また、各座長テーマの中には留学生なら

ではの『他国から見た日本への意見』があり、日本人では気づかない視点に気づくことができま

した。今回は私の都合により、出席回数が極端に少なかった事に後悔していますし、申し訳なく

思っています。この授業を後輩や他の学生にも広めたいですし、機会があればもう一度参加した

いと思っています。

・この授業に参加できたのはありがたいです。

・この授業に参加できて本当に嬉しかったです。このような機会がなかなかなかったので、頑張っ

て授業に参加しました。色々な国の人とオンラインで交流もできたので、よかったです。また、

後輩にもこのような授業に参加してもらいたいと思っています。ぜひオンライン授業を行ってい

ただけたら嬉しいです。

・外国の人と日本語で話せる機会は今までなかったので楽しかったです。皆さん、数年しか日本語

を勉強していないのにちゃんと話せていて尊敬しました。ディスカッションのグループはランダ

ムではなく賛成派と反対派に分かれて行えばもっと盛り上がると思います。これが単位になれば

もっといいと思います。



５．考察

本事業は、コロナ感染症により国家間の移動が大きく制限されたことをきっかけに開始

された。実施した結果、留学する機会を奪われた留学生にとって、無料で受講でき日本人

学生や協定校の学生との交流も行われ、日本語の能力の向上を実感するなど、貴重な機会

であったことが推察できる。オンラインでの実施なので、時々音声や映像が途切れたり、

時差で受講が大変だったりした地域もあったが、コロナ禍における協定校向けの日本語オ

ンライン講座の実施意義は高かったと思われる。

実施後の全体アンケートにおいて、今後も日本語オンライン講座を継続するとしたら、

どのような科目を学びたいか聞いてみた。一番多かったのが「会話」や「日本人学生と交

流ができる授業」であった。『日本語ディスカッション』では数か国の海外協定校の学生

が日本語で議論できたことが好評だった。有料の講座となった場合でも受講したいか尋ね

ると、回答者の55.6％が受講したいという結果は意外であったが、オンライン日本語講

座では会話や日本人学生との交流に重点を置いた科目が必要とされていることがわかった。

『日本語ディスカッション』は、詳細アンケートによると、ディスカッションするテー

マやディスカッションするグループメンバーが毎回異なっていたことが、受講の楽しさに

つながったようだ。13回という長丁場のオンライン授業であったが、87.5％の受講者が

期間の長さを感じなかったという回答だった。本学へ留学してみたいという回答も高く、

実際に翌年度本学へ留学した受講者もいた。受講者にとっては、日本語力の向上や日本社

会や日本文化の理解が深まったことも成果だったが、何よりも自国にいながらにして海外

協定校の学生と日本語で交流できたことが、一番の成果だったと言える。

残念ながら、開講した日本語オンライン講座では、成績を出してはいるが自分の大学の

単位になるシステムにはなっていない。そのため、アンケート結果では88％の受講者が

自国の大学の単位になるシステムがあるといいと回答していた。今後、COIL（オンライ

ン国際交流学習：CollaborativeOnlineInternationalLearning）など、オンラインを利用

した他国の学生との交流が盛んになることが予測されるが（注5）、受講した学生が自国

での成績や単位になるシステムの検討が望まれる。

今後課題となる点が幾つかある。アンケートでコロナ禍が収束しても、協定校向けに実

施したオンライン日本語講座を受けたいか聞いてみると、94％の学生が受講を希望してい

た。しかし、その結果とは逆に、海外協定校向け日本語サービス授業『日本語コミュニケー

ション』では、2021年度前期21名、後期24名、2022年度前期6名、2022年度前期応募

者0名と、受講者が減少していったのである。当然ワクチンなどコロナ感染症への対策が

進み、国家間の移動や留学が可能となっていったことがその大きな要因であると思われる
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が、なぜ受講者が減少したのだろうか。また、2021年前期において、協定校オンライン

授業の募集を開始した際に1校から100名近い応募があったため、各協定校1校につき3

名までという制限で募集したところ、受講希望者が極端に減少した。この人数制限を行っ

た募集システムにも要因があったと思われる。その一方で、『日本語ディスカッション』

は、2021年度18名、2022年度28名と受講者が増加した講座もあるので、オンラインに

よる日本語の授業や講座は今後どのように展開するべきか、需要のあるオンライン日本語

講座とは何かについても再度検討する必要がある。

ポストコロナにおいて、日本の文化や社会に関心があり、日本留学や日本で働きたいと

いう外国人学習者のためには、本事業のような講座は、日本語力を高め日本人と交流を楽

しめる魅力ある事業になってくのではないかと思われる。そのためには、本学の魅力を発

信する良い機会と捉え、単位振り替えなどの受講システムを構築していくことで、大学に

とっては新しい展開が可能となる。コロナ感染症の拡大により世界は大きな影響を受けつ

つも、オンライン教育という新たな国際教育方法を見出した現在、今後も様々な形で学生

交流、国際教育交流の在り方に挑戦し貢献を図っていきたい。

注

1）「留学生30万人計画」とは、日本が世界に対してより開かれた国へと目指す「グローバル戦略」

の一環として、2020年までに日本国内の外国人留学生を30万人に増やすことを目標とした文科

省の施策である。2019年に留学生数は31万人に達した。https://www.mext.go.jp/a_menu/koutou/

ryugaku/1420758.htm（2022年9月21日）

2）文部科学省（2015）「スーパーグローバル大学創成支援事業」の趣旨は次の通りである。「徹底

した大学改革と国際化を断行し、我が国の高等教育の国際通用性、ひいては国際競争力強化の実

現を図り、優れた能力を持つ人材を育成する環境基盤を整備する。本事業のこれまでの実践によ

り得られた優れた成果や取組を国内外に戦略的に情報発信し、海外における我が国の高等教育に

対する国際的な評価の向上と、我が国大学全体としての国際化を推進する。」（https://www.mext.

go.jp/a_menu/koutou/kaikaku/sekaitenkai/1360288.htm 2022年10月9日）

3）「大学の国際化促進フォーラム（JFIU:JapanForum forInternationalizationofUniversities）」

は、「スーパーグローバル大学創成支援事業」の中でも、大学の国際化に関わる取組みや研究の

実施・共有・展開、情報の提供・共有を行う18の大学による19プロジェクトが中心となり、国

際化をオールジャパンで促進する大学の主体的な活動の場である。文部科学省等関係機関とも連

携しつつ、国際通用性・競争力を高めるために大学間が横連携で参画し、多様な国際化・国際戦

略を目指すものである。（https://www.mext.go.jp/a_menu/koutou/kaikaku/sekaitenkai/mext_

01671.html（2022年9月23日）

4）『日本語コミュニケーション』は、コロナ禍で受講できない海外の協定校のレベルの異なる学

生のために、オンラインを通して日本語を学ぶ機会を提供しようと、国際交流センターで企画し
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たものである。①2021年度前期（63名：初級19名、中級23名、上級21名）（13か国）、②2021

年度後期（24名：初級7名、中級6名、上級11名）（6か国）、③2022年度前期（6名：初級の

み開講）（3か国）、④2022年度後期（0名：初級のみ開講）と、実施された。担当は伊藤晴苗非

常勤講師で、講義内容は次の通りである。①初級：毎回異なるトピックについて話しながら、語

彙、文型、表現を学ぶ（教材：『WeeklyJ日本語に挑戦！ forStarters』凡人社）、②中級：イン

タビューやスピーチを通して、まとまった内容のことを話す（教材：『中級 日本語で挑戦！ ス

ピーチ＆ディスカッション』凡人社）、③上級：さまざまな話題で、上級話者として求められる

豊富な語彙や表現を使用した話し方を学ぶ（教材：『日本語上級話者への道―きちんと伝える技

術と表現』スリーエーネットワーク）である。現在コロナ禍の収束傾向により来日する留学生数

に回復傾向が見られたため、2023年度前期より暫く休止することになった。

5）COIL（国際協働オンライン学習プログラム）は、米国のStateUniversityofNewYorkによっ

て2006年に開始された。COILは異なる国や地域に所在する2か国以上の大学において、授業を

提供する教員同士が共同でシラバスを作成し、オンラインで国際的な協働学習の要素を組み込ん

で実施されるものである。COILが期待される効果として、①数か国との協働学習や比較学習活

動、②学生のリーダーシップ能力やプロジェクトの企画運営能力、③ICTリテラシーの向上、④

教員間ネットワークの醸成、⑤留学が難しい学生への国際交流機会の提供、⑥オンラインと対面

を組み合わせた教育手法による新たなグローバル教育の構築、⑦海外留学派遣や外国人留学生受

入れなどの世界的な学生移動の向上、が指摘されている（静岡県立大学2018）。このCOILを活

用したグローバル教育が、今後国際教育交流の主流になっていくものとして、現在多く大学が積

極的に取り組んでいる。なお、COIL授業の試みとして、2022年度夏季において三重大学国際交

流推進経費の助成を受け「COILTrial:オンラインによる語学研修＆フィールドスタディ－北京

外国語大学：中国語研修と日本語学科との学生交流―」を実施した（福岡2023参照）。
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